
「
熟
年
研
究
会
」
発
足
後
の
翌
年
５
月

に
は
会
報
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
。 

会
報
に
寄
せ
ら
れ
た
掛
札
代
表
の
挨

拶
文(

抜
粋)

か
ら
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
創
設
に
至

る
歩
み
を
紹
介
す
る
。 

 『
こ
の
度
、
熟
年
研
究
会
会
報
が
創
刊

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
百
年
塾
関
係
者
の

ご
支
援
と
ご
努
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
高
齢
化
は
急
速
に

進
ん
で
お
り
、
近
い
将
来
に
極
め
て
重
要 

な
問
題
に
な
る
と
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
こ
の
様
な
事
態
に
対
し
、
多
く
の

方
々
は
種
々
の
準
備
を
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
は
会
社
を
退
職
し
「
ど
う

過
ご
し
て
よ
い
か
」
悩
ん
で
い
る
方
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
熟
年
研
究
会
で

は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
と
「
定
年
後
、
楽

し
く
過
ご
す
た
め
に
」
を
研
究
し
、
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。』 

平
成
８
年
度
よ

り
年
間
計
画
を
策

定
し
、
講
座
形
式
と

屋
外
で
の
見
学
や

交
流
を
通
し
て
学

習
活
動
を
開
始
し

た
。
平
成
13
年
に

楽
習
会
と
改
称
し
、

年
間
24
回
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。 

平
成
12
年
度
に

第
１
回
、
平
成
19

年
度
よ
り
日
立
市

社
会
福
祉
協
議
会

と
共
同
開
催
で「
シ

ニ
ア
地
域
活
動
入

門
講
座
」を
開
講
し

た
。令
和
２
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
し
た
が
、
計
20

回
の
開
催
で
２
７

３
人
が
受
講
し
た
。 

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
は
感
謝
し
感
謝
さ
れ
る
楽

し
い
活
動
を
目
指
し
、
四
半
世
紀
が
過
ぎ

｢

仲
間
、
生
き
が
い
、
日
立
を
愛
す
る
心
」

を
第
一
に
活
動
し
、
心
豊
か
に
過
ご
し
、

地
域
社
会
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
い
た

だ
い
た
。
し
か
し
、
日
立
市
の
人
口
構
成

は
大
き
く
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
Ｊ-

ｎ

ｅ
ｔ
会
員
の
年
齢
構
成
も
変
化
、
活
発
に

活
動
で
き
る
会
員
数
が
極
端
に
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
見

つ
め
直
し
、
選
択
と
集
中
を
図
ら
ざ
る
を

得
な
い
時
が
き
ま
し
た
。
理
念
・
理
想
を

変
え
ず
進
む
か
、
現
実
路
線
で
出
来
る
こ

と
を
地
道
に
進
め
る
か
を
問
わ
れ
る
時

と
な
り
ま
し
た
。
負
担
の
集
中
を
避
け
、

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
活
動
の
場
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。 

(

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
代
表 

山
野 

邦
雄) 

社
会
貢
献
を
高
く
評
価
さ
れ
、
数
々
の

賞
状
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
時
代
を
先
取
り
し

た
活
動
の
中
か
ら
一
端
を
紹
介
す
る
。 

 

令和２年 11 月 1 日 （第 87 号）          J－ｎｅｔ 会報                              第 02-04 号 

（１） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特特     集集   

「シニアライフを 

心豊かに生きる」ために 

「仲間、生きがい、ひたちを 

愛する心」を大切に 

「感謝し感謝される楽しい活動」 熟年ネット・ひたち 

  

平
成
７
年
に
「
ひ
た
ち
生
き
生
き
百
年
塾
」
の
組
織
と
し
て
「
熟
年
研
究

会
」
が
発
足
し
、
平
成
13
年
に
百
年
塾
か
ら
自
立
、「
熟
年
ネ
ッ
ト
・
ひ
た

ち
」(

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ)

と
改
称
し
、
四
半
世
紀
を
迎
え
た
。
当
時
、
掛
札
優
氏

が
代
表
世
話
人
と
な
り
、
15
人
の
メ
ン
バ
ー
で
発
足
。
今
も
創
設
当
時
の
活

動
理
念
が
引
き
継
が
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
る
が
、

研
究
会
発
足
に
至
る
思
い
と
主
な
歩
み
を
紹
介
す
る
。 

自
主
グ
ル
ー
プ 

(

活
動
開
始
年) 

 

会
員
数
の
増
加 

で
最
盛
期
に
９
グ 

ル
ー
プ
と
な
っ
た 

が
、
独
立
や
直
近 

の
コ
ロ
ナ
禍
で
解 

散
し
た
グ
ル
ー
プ 

も
あ
り
、
現
在
５ 

グ
ル
ー
プ
が
活
動 

中
で
あ
る
。 

 

●
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
・
オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
ト 

（
平
成
13
年
10
月
） 

●
ウ
オ
ー
ク
会
（
平
成
17
年
４
月
） 

●
Ｊ
＆
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
平
成
18
年
７
月
） 

●
笛
の
会
（
平
成
21
年
４
月
） 

●
河
原
子
海
岸
清
掃
グ
ル
ー
プ
（
平
成
21

年
５
月
） 

  

熟
年
研
究
会
発
足
の
背
景 

故掛札前代表と「熟年研 
究会」発足の動機となっ 
た講演会 

シ
ニ
ア
講
座 (

10

講
座
／
年) 

楽
習
会 

(

24

回
／
年
開
催) 

テーマ｢充実した熟年を楽しむために｣ 
平成 6 年 11 月 

シニア講座 平成 19 年 7 月 

ハーモニーフレンズ初コン 
サート 平成８年７月 

第１回総会 平成 14 年４月 

内閣府「社会参加活動 
事例」平成 16 年 9 月 

女性センター祭りに初参 
加 平成 14 年 10 月 

県
知
事
賞
「
グ
ル
ー
プ

ピ
ニ
オ
ン
」 

平
成
26
年
10
月 

NHK 取材｢わだいの玉手箱｣ 
平成 19 年 11 月 

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
今
後
に 

何
を
求
め
る
か 

そ
の
他 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

景 

 Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ 

創
設

25
年
の
歩
み 

 



日立市市長公室・地域創生推進課・課長補佐の瀧深

秀一氏をお迎えし、日立市の人口減少対策についてご

講演をいただいた。 

全国の人口減少が続 

く中で、東京一極集中 

が続いている現状を是 

正する手段として地方 

創生制度が施行され、 

日立市では「まち・ひ 

と・しごと創生法」に基づき、第１期総合戦略を平成

27年 12月、第２期総合戦略を令和２年３月に策定した。 

第１期総合戦略では、過去の人口変動に関するデー

タを分析し、2040 年を想定した人口目標値を 140,060

人(放置した時の推定人口 129,191 人)に設定し、対策

を進めてきた。第２期では、第１期の結果を検証し、

雇用の確保・創出、転入促進・転出抑制、子育て支援、

安心・安全なまちづくりを鋭意推進している。 

参加者 30人 （桑名 勇兒） 

 

 

 

 

 

  

（2） 第 02-04 号                       J－ｎｅｔ 会報                  令和２年 11 月 １日 

 

 大きな声で歌う「歌声喫茶」が、新型コロナの３密

を回避するため中止となり、代替として「名曲鑑賞会」 

が行われた。会

員・ 会友から

夫々の名曲を募

集。その中から

24 曲選択。歌謡

曲、映画音楽、

スイングジャズ

など、会員一人 

ひとりの心に残る思い出が詰まった大切な曲である。

静止画と共に、曲にまつわるエピソードを紹介しなが

ら進めた。 

 会員提供の音質の良い音響装置から曲が流れると、

遠い昔に思いを馳せて目を閉じる人、照れ笑いの人、

みんな懐かしい音楽に浸った。休憩のあと、イントロ

クイズを楽しみ、後半を再開した。美しい曲に会場が

一体となり、連帯感に包まれた。  

新型コロナの感染拡大により閉塞感が続く中、思い

出の曲に癒され、励まされる貴重な時間を過ごすこと

ができた。 

     参加者 28人  （細江 富美江） 

 

名曲鑑賞会             （８/６） 

 昨年度から繰り越しとなった「工都日立のルーツ

を学ぶ」を「認定 NPO 法人・共楽館を考える集い」副

代表の大畑美智子氏にご講話をいただいた。 

講演に先立って、山野代表から講

師の紹介と NPO の佐藤代表に活動内

容の紹介をいただいた。 

日立鉱山創業者・久原房之助は山

口県萩市の出身で、大阪から秋田・

小坂鉱山に赴き、挑戦した理想鉱山

の夢を日立で実現すべく、赤沢銅山

に入った。小坂勢と呼ばれた人脈を 

集め、苦心惨憺の末、小説や映画で描かれた東洋一の

大煙突で公害を克服し、本山劇場や共楽館を創建する

など、日立市の産業と文化の発展の基礎を築いた足跡

を熱く語られた。 

また、幕末の時代 

背景や藤田伝三郎、 

井上馨などの長州人 

脈の影響、小坂町に 

現存する最古の木造 

の芝居小屋である「 

康楽館」の紹介 DVD 

も興味深かった。 

続編の講座を期待する声も挙がり、好評であった。 

           参加者 30人  (長谷川 孝) 

 

 今回は、急な気温低下と雨模様のせいか通常より参

加者が少なかった。コロナ対策のために座席の間隔を

あけ、４グループに分かれて話し合った。 

その内、３グループでは高齢化と会員減少が進む

J-net の今後のあり方について検討が必要との問題提

起があった。そのほか、市立小中学校の再編計画の内

容、GoTo キャンペーンや各種割引制度の活用、悪質商

法やニセ電話への対応、コロナ禍での“巣ごもり”対

応、自分の老いを自覚する事例、屋外での J-net の行

事中止を避ける手立て、世のデジタル化移行の変化に

ついていくために自助努力での勉強の必要性などが話

題になった。     参加者 26人  （平田 順一） 

 

   

    茨城キリスト教大学名誉教授の堀江信夫先生をお迎

えし「現代に生きる徒然草（美しく豊かな人生とは）」

と題してご講演いただいた。 

初めに、兼好法師は 1283 年から 1353 年まで南北朝

時代を 70歳ぐらいまで活 

躍し、「徒然草」は無常の 

文学であるとの講師の言 

葉が心に残った。コロナ 

禍の真っ只中にいる私た 

ち、これまでの常識が通 

じない今、現代に通じる 

人生観があるように感じた。先生には短時間で盛り沢

山の内容を分かりやすく解説いただいた。 

今回の講演がもっと古典に興味を持ち、深く学ぶき

っかけになることを期待したい。     

参加者 33人 （片寄 須賀子） 

 

工都・日立のルーツを学ぶ    （８/27） 

日立市の人口減少対策     （９/10） 

 

地域包括支援センターの活動内容 （11/22） 

井戸端会議（２）            （10/８） 

 

 

常陸那珂火力発電所見学    （12/６） 

 

古典を学ぶ             （10/22） 

 



子どもすくすくセンター主催の保護者向け講座「き

らりんタイム」が９月 11 日、「Ｊ＆Ｂ教室」として、

オカリナ演奏とママと楽しむミュージックケアの講座

を開催しました。 

 今回は新型コロナ感染防止のため、人数制限があり、

オカリナ演奏者として２人、受講者も４人の参加とな

りました。フォークソングを中心に、子ども向けの曲

も取り入れるな 

どして、新鮮な 

プログラムを工 

夫しました。 

オカリナ演奏 

では５曲を披露 

し、ミュージッ 

クケアでは、リ 

ズムに乗って簡 

単な身体表現を 

するなどして、 

若いお母さんた 

ちと一緒に１時 

間ほど遊びまし 

た。また、お母 

さんたちには安 

心して楽しんで 

もらえるように、 

ベビーシッター 

もＪ＆Ｂから２人参加しました。 

「コロナ禍の活動自粛のおり、子どもたちを見守っ

ていただき、初めて聴くオカリナの音色やリズム体操

で日ごろのストレスが解消され、楽しい時間を過ごせ

ました」などの感謝の言葉をいただき、私たちも日ご

ろの活動を通して、少しでもお役に立てたことに喜び

を感じています。                    (小林 美津江) 

                   

     

 

令和２年 11 月 1 日 J－ｎｅｔ 会報 第 02-04 号 （3） 

新型コロナウイルスの感染防止をしながらでも、や

れることあるよね！「参加の機会がなくなり、ボラン

ティアのモチベーションが落ちてしまうのではないか

と心配している」と言う声もありますが、私たち河原

子海岸清掃グループでは、月２回の清掃活動を続けて

います。 

９月 11日の 

活動では、海 

外ボランティ 

ア活動をして 

いる男子高校 

生が来て、一 

緒に清掃活動 

に参加してく 

れました。 

高校生はぺ 

ットボトル、 

プラごみがど 

この国から流 

れついたのか 

調べるため持 

ち帰りました。 

砂浜に落ち 

ているプラご 

みなどは、やがて河川や海に流れ込みます。海洋プラ

スチックごみは、海洋の環境を汚染するだけでなく、

海の生態系にも影響を与えます。 

ごみを減らすため、私たち自身が考え、行動しなけ

ればなりません。微力ではありますが、私たちグルー

プはこれからも活動していきます。      (小林 信幸) 

 

                             

コロナ禍により金沢交流センターでの月３回の定期

練習は、出席人数の制限、入館時の体温測定、手指の

消毒、各自パーティションを使用して続けている。 

息を吹いて鳴 

らす楽器なので 

出前演奏もでき 

ず、練習にも張 

り合いが持てな 

い状況であるが、 

新曲への取り組 

みや、より美し 

い演奏ができる 

ようにメンバー 

全員気持ちをひとつにして乗り切りたい。（畑山 和子）              

                 

私たち笛の会の練習は、交流センターで行っていま

す。演奏するのに必要な楽譜は、メンバーがパソコン

で作成しています。 

「しおさい」で演奏を披露していたものですから唱

歌・演歌が 

多く、ケー 

ナの魅力で 

あるフオル 

クローレの 

楽譜が少な 

く困ってお 

ります。 

早くコロ 

ナ禍が収ま 

ることを願 

い、皆さまの前で演奏出来るように努力していきます。                              

(小林 信幸) 

河原子海岸清掃グループ コロナ禍での活動 

 

笛の会           コロナ禍を乗り越えて 
 

Jネット・オカリナハート   定期練習を継続 

 

Ｊ＆Ｂグループ    「Ｊ＆Ｂ 教室」 開催 

 



(4) 第 02-04号               J－net 会報                 令和２年 11 月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】ようやく再開した楽習会もマスク着用や３密回避で親 

しく懇談もできない状況に甘んじている。まだ参加を控えている会 

員もおられるようです。年末交流会の中止は残念ですが、新年の恒 

例イベントは工夫して開催できそうで楽しみです。 

 紅葉やコキア、案山子まつりなどのいつもの秋の景色は変わらな 

いが、完全な終息は年を越しそうな上、これからはコロナだけでな 

くインフルエンザにも警戒が必要な時期になりました。いつもの春 

を待ちつつ、この冬を乗り切りましょう！      （編集子） 

 

 

  

今年、まだコロナ禍の始まる前だと思うが、J-net

会報の原稿のことで桑名さんから電話があった。その

時最後に、これからの「しおさい」についての熱い話

があった。桑名さんはいつも「しおさい」を大事にさ

れていた。発起人の田岡さんの後を引き継いで何年も

代表を務められ、近年は新しいメンバーの獲得に奔走

して、２グループのうち、私の所属する木曜日組には

特に気にかけてもらった。「しおさい」で使う備品の整

備も最後まで面倒をみていただいた。「しおさい」の終

了は残念だが、長い間お世話になり、とても感謝して

います。 

 「しおさい」の活動は、年末年始の休日を除き年中

無休で、毎週である。他のメンバーも含め良くぞ 16年

間続いたものと褒めてあげたい。施設の利用者さんた

ちの笑顔と、私たちを心待ちに待ってくれることが大

きな原動力となった。グループ名の「ピニオン」は田

岡さんが命名したと聞く。ピニオンとは機械用語で、

歯数の少ない歯車である。小さい歯車が大きい歯車と

噛合うことで大きな力を生むことになる。個人の小さ

い力でも、みんなが集まれば大きな貢献ができるとい

うことだ。 

 16年間、施設とメンバー 

の皆さまに支えられながら、 

無事活動を終えられたこと 

は人生の宝物である。 

ありがとうございました。  

    

 

 

発   行：熟年ネット・ひたち 

        代表 山野 邦雄 

編   集：広  報  グ ル ー プ 

住   所：〒316‐0004 
        日立市東多賀町 5‐1‐6 
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「しおさい」での想い出 

月/日 楽習テーマ 内  容 場所 

11/12 県政出前講座 
県政を知り郷土の
魅力を再発見する 

女性 
センター 

11/26 井戸端会議 
J-netの今後を考
える 

12/10 天気予報と防災  
日立天気相談所の
よもやま話 

12/17 年末交流会 コロナ禍で中止 ― 

１/14 
賀詞交歓と 
新年を寿ぐ 

新しい年をみんな
で祝い、楽しむ 

女性 
センター 

 

 リレー随筆 
楽 習 会  （11～１月） 

８月 1) 「お岩神社を訪ねる」はコロナ禍により中止。 

 2) 非接触型体温計購入の提案があり検温はセン
ター側で行うため J-netとしては購入しない。 

９月 1) 永年活動表彰を会則 17条に追加する。20年か 
   ら 15年への提案あり、検討後再提案。 
  2) 11/26の「神峰動物園を訪ねる」はコロナ禍に

 より中止。井戸端会議に変更。 

10月 1) 表彰規定について 15年への訂正内容で了承。 

 2) 11/26井戸端会議では「J-netの今後を考える」 
   について話し合う。 
 

主な審議事項 

※新型コロナウイルス感染状況により、予定が変更に 

 なる場合があります。 

●新型コロナウイルスの感染拡大で、日本国内でも 

トイレットペ－パ－の買占めやマスクなど医療用品 

の過度な海外生産品への依存が浮き彫りとなり、命を 

守る為に必要なものまで外国に命運を預けている現 

状に国民が唖然とした。今後は安易な海外生産展開で 

なく、取捨選択された物に限定して海外展開する方式 

へと転換する契機になったと思う。 （大園 哲夫） 

●コロナ禍での目標と実績 

①断捨離の実行（物置、台所の整理と衣料の破棄） 

②体力維持運動（ウオーキング、鉄棒ぶら下がり） 

③ゴルフ弱点克服（グリーンの手作りと練習） 

④野菜作り（プランターの購入と野菜 8種植え付け） 

                  （山野 邦雄） 

 

●今年２月クルーズ船で 712 人の新型コロナウイルス

感染者が出て大騒ぎとなった。今までクルーズに４回

乗っている。ダイヤモンドプリンセスは３回目に乗っ

た船で、日本で製造され設備も日本人好みで、私共の

趣向に合った船であった。今年の初めに、妻ともう一

度、最後のクルーズを楽しもうと話していたが、残念

ながら５回目の船旅は叶わなかった。 （帰山 芳夫） 

●新型コロナ感染症は長引いても春先までと予測して

いた。今や世界中がパンデミックで感染者数、治療薬・

ワクチン開発と話題に事欠かない状況である。ただ、

５千万人が死亡したスペイン風邪もあり、医学の発達

した現代でも予測のつかない感染症の歴史は繰り返さ

れることを改めて痛感した。     （竹本 講治） 

 

福田 常実   

企画委員会だより (８～10 月)  

コロナ禍で想い、考えたこと（２） 


